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研究要旨 

 

日本における HIV 感染拡大の対策に資する資料を得るため、国内ではこれまであまり積極的には行

われてこなかった、HIV 検査受検者への行動疫学調査（質問紙調査）と検査結果を関連づけて解析する

ことを検討した。HIV 検査で HIV 陽性と判明した者の感染している HIV 遺伝子を解析し、遺伝的に近

い関係にある HIV に感染している者同士を感染リスクが共通している群と仮定し、各群のリスク因子

を解析することで特徴的なリスク因子を見出すことに加え、国内で流行しはじめている梅毒抗体陽性者

のリスク因子についても検討した。2014 年から 2016 年にかけて医療機関における HIV 検査受検者へ

の質問紙調査で得られた回答のうち、解析可能だったものは 895 例であった。その内 HIV 陽性者は 20
例、梅毒 Tp 抗体陽性者は 182 例であった。多変量解析の結果、B 型肝炎の診断歴、HIV 検査経験が過

去 3 年よりも前であること、過去 6 ヶ月間のアナルセックス（ウケ）時のコンドーム使用状況が五分五

分かまたは不使用であることが HIV 感染の危険因子として選択された。一方、HIV 検査を受けるきっ

かけとなった情報源が専用 web サイトであること、これまでに問に挙げたいずれのドラッグも不使用な

こと、過去６ヶ月間に顔射・リミングを行ったこと、過去 6 ヶ月間のアナルセックス（タチ）時のコン

ドーム使用状況が五分五分であることが、梅毒抗体保有の危険因子として選択された。 
 

Ａ. 研究目的 

 日本国内における HIV 感染は、主として推計

で男性の成人人口の約 4％程度を占める性的マ

イノリティであるゲイ・バイセクシャル男性の

中で MSM（男性と性交する男性）を中心に拡

大している（文献 1）。これまで、HIV 検査を受

検する人を対象とした行動疫学調査（質問紙調

査）（文献 2）や、インターネットを用いた調査

（文献 3）等で、HIV 感染者の多くを占める

MSM のリスク行動はある程度明らかになって

きている。しかしながら、MSM のなかでも、

特にどういったリスク行動をとる人たちの間で

HIV 感染が拡大しているかは、これまで国内で

は、行動疫学調査と検査結果が関連づけられて

こなかったため、真に明らかになっているとは

言いがたい。一方、海外では行動疫学調査と検

査結果を関連づけた研究は珍しくない（文献 4、
5） 
 本研究では、HIV 検査受検者に行動疫学調査

を行い、HIV 検査の結果が陽性である場合、HIV
遺伝子の塩基配列の類似性を利用し、遺伝学的

に近縁なHIVに感染しているもの同士を共通し
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たリスクを持つ群と仮定する。次に、各群に共

通した行動様式を行動疫学調査の結果から解析

し、その行動様式より HIV 感染に関して高い関

連性を示すリスク行動を検索する。こうして明

らかとなるHIV感染に対して強く関連するリス

ク因子を感染拡大の対策に資する資料とするこ

とを目的とする（図１）。また HIV に加え、国

内で感染が拡大している梅毒についても検討し

た。 
 

Ｂ．研究方法 

1.受検者行動疫学調査 
 行動疫学調査の質問紙は、MSM 向け web ア

ンケート調査の質問を参考に作成したもの（資

料 1,2,3）を用いた。行動疫学調査は、2014 年

12 月から 2015 年の 2 月末日まで、2015 年の 7
月から 9 月末日まで、2015 年 12 月から 2016
年の 2 月末日まで、2016 年 8 月 18 日から 9 月

末日までの各期間に大阪府が実施する MSM 向

け HIV/STI 検査事業と、厚生労働科学研究エイ

ズ対策政策研究事業「急速な病期進行あるいは

セロネガティブ感染を伴う新型HIVの国内感染

拡大を検知可能なサーベイランスシステム開発

研究」（研究代表者：川畑拓也）の協力診療所に

おいて医師の協力を得て、HIV/STI 検査受検者

を対象に実施した。行動疫学調査は、同意が得

られた者からのみ回答を得た。医師により受検

者と質問紙に共通の ID が付与され、検査結果と

調査の回答は、この ID により関連づけた。 
 
2.HIV の分子疫学解析 
 HIV 検査で陽性が確定した場合には、その陽

性者の HIV について分子疫学解析を行った。方

法としては、血清検体 140μl から QIAamp viral 
RNA mini kit (QIAGEN) を用いてウイルス

RNA を抽出し、RT-nested-PCR 法により HIV-1 
env-C2V3 領域（標準株 HXB2 : 7050-7409 塩

基）を増幅した。目的とするサイズの DNA が

増幅されていることをアガロースゲル電気泳動

により確認した後、BigDye Terminator 法を用

いたダイレクトシークエンスにより増幅産物の

塩基配列を決定した。塩基が混在しダイレクト

シークエンスでは解読困難なものについては

TA クローニングを実施し、1 サンプルにつき 5
〜8 クローンのシークエンスを行なった。シー

クエンス解析には ABI 3130 ジェネティックア

ナライザー（Applied Biosystems）を使用した。

得られた HIV-1 env-C2V3 領域の塩基配列をも

とに MEGA5 を用いて系統樹を作成し、サブタ

イプの決定および疫学的解析を行なった。 
 陽性の例数が少なくなる可能性があったので、

地域で 2009 年から 2016 年に検出された HIV
を対照として解析を行うこととした。 

 
3.リスク因子の統合解析 
 密封された行動疫学調査の回答入り封筒を、

各診療所から回収し、大阪府立公衆衛生研究所

において開封し、ID のチェック等行った。その

後、データ入力・解析委託先であるマイ.ビジネ

スサービスに送付し、データ入力を行った。デ

ータ入力後、各回答の ID により検査結果と照合

し、HIV 陽性群と陰性群、および梅毒 Tp 抗体

陽性群と陰性群に分け、質問紙の回答を各群間

で比較・解析を行った。 
（倫理面への配慮） 
 本研究は大阪府立公衆衛生研究所運営審査会

倫理審査部会の承認を経て実施した（申請番号

1402-03-2）。また各種ガイドラインを遵守し、

検査受検者、HIV 陽性者の人権に最大限の配慮

を行った。 
 

Ｃ．研究結果 

1.受検者行動疫学調査 
 2014 年冬期に協力診療所 9 ヶ所において

HIV/STI 検査受検者 249名を対象に行動疫学調

査を実施し、216 名から同意を得て回答を回収

した。HIV 検査で陽性が確定した者は 5 名であ

ったが、その内 5 名からアンケートを回収した。

また梅毒 Tp 抗体陽性は 54 名であったが、その

内 48 名からアンケートを回収した。 
 2015 年夏期に協力診療所 10 ヶ所において

HIV/STI 検査受検者 341名を対象に行動疫学調

査を実施し、327 名から同意を得て回答を回収

した。HIV 検査で陽性が確定した者は 6 名であ

ったが、その内 6 名からアンケートを回収した。

また梅毒 Tp 抗体陽性は 61 名であったが、その

内 57 名からアンケートを回収した。 
 2015 年冬期に協力診療所 11 ヶ所において

HIV/STI 検査受検者 206名を対象に行動疫学調

査を実施し、201 名から同意を得て回答を回収

した。HIV 検査で陽性が確定した者は 8 名であ

ったが、その内 7 名からアンケートを回収した。

また梅毒 Tp 抗体陽性は 43 名であったが、その

内 42 名からアンケートを回収した。 
 2016 年夏期に協力診療所 11 ヶ所において

HIV/STI 検査受検者 162名を対象に行動疫学調

査を実施し、152 名から同意を得て回答を回収

した。HIV 検査で陽性が確定した者は 3 名であ

ったが、その内 2 名からアンケートを回収した。

また梅毒 Tp 抗体陽性は 36 名であったが、その

内 35 名からアンケートを回収した。（図 2）。 
 
2.HIV の分子疫学解析 
 HIV 検査で陽性が確定した 22 名の検体より

HIV 遺伝子を抽出し、この内、16 名が感染して

いた 17 株の HIV（1 名は 2 つの HIV に重複感
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染していた）について分子疫学解析が実施可能

であった（図 3）。 
 今回解析できた 17 株の HIV は、すべて国内

で主に流行している遺伝子型であるサブタイプ

B であり、そのうち 2015 年の 2 例が遺伝的に

非常に近縁な HIV であった(図 3、□2015S-55
と●2015W-17）。しかしながら、他の HIV は遺

伝的には互いにかなり離れており、近縁な同一

の群とは言えなかった。 
 対照として解析に加えた過去 8 年間に大阪地

域で検出された HIV の中には、今回検出された

それぞれの HIV と遺伝的に近い HIV が多数み

とめられ、その内、診療所における MSM 向け

HIV 検査受検者の陽性例だけで見てみると、さ

らに2年程度期間を遡ることで10例程度の遺伝

的に近縁なHIVのグループが観察されることが

確認出来た（図４の○印）。しかしながら、各グ

ループの構成感染者数は最大でも 3 例程度であ

り、大部分が 2 例であった。従って行動疫学調

査と統合して解析するのに十分な標本数を確保

するには、さらに調査期間を延長する必要があ

ることが示唆された。 
 
3.リスク因子の統合解析 
 今回の検討で行動疫学調査回答者中のHIV陽

性者から得られた HIV の数は 17 例と少なく、

感染したHIVの遺伝的近縁さによる回答者のグ

ループ化は困難であった。その為、同じ近縁の

HIV に感染している者同士を比較し、グループ

ごとのリスク因子を把握することは難しかった。 
 一方で、研究期間中に HIV 陽性者 20 例、梅

毒抗体陽性者 182 例の行動疫学調査の回答が得

られた。そこで、HIV 陽性例と陰性例、また、

梅毒抗体陽性例と陰性例、それぞれ２群間で、

行動疫学調査の回答に差異がないか検討した。 
 まず、2014 年冬期から 2016 年夏期の調査の

回答を HIV 陽性群と HIV 陰性群に分け集計を

行い（資料４)、さらにロジスティック回帰分析

を用いた多変量解析を行った。尤度比減少法あ

るいは尤度比増加法によりモデルを検討し、「B
型肝炎の診断歴の有無」「大阪市内在住か否か」

「過去 3 年以内の HIV 検査状況」「過去６ヶ月

間のアナルセックス（ウケ）時のコンドームの

利用状況」の４つを変数とした解析を行い、最

終的に B 型肝炎の診断歴、HIV 検査経験が過去

3 年よりも前であること、過去 6 ヶ月間のアナ

ルセックス（ウケ）時のコンドーム使用状況が

五分五分かまたは不使用であることがHIV感染

の危険因子として選択された（資料５）。 
 次に、2014 年冬期から 2016 年夏期の調査の

回答を梅毒抗体陽性群と梅毒抗体陰性群に分け

集計を行い（資料６)、HIV 感染の解析と同様に

ロジスティック回帰分析を用いた多変量解析を

行った。年齢層で統制した上で「検査のきっか

けとなった情報源が Web サイトであるか否か」

「設問に挙げたドラッグを使用したことが無い

事」「最近６ヶ月間に顔射を行ったか否か」「最

近６ヶ月以内にリミングを行ったか否か」「アナ

ルセックス（タチ）時のコンドーム利用状況」

の５つを変数とした解析を行い、最終的に、HIV
検査を受けるきっかけとなった情報源が専用

web サイトであること、これまでに問に挙げた

いずれのドラッグも不使用なこと、過去６ヶ月

間に顔射・リミングを行ったこと、過去 6 ヶ月

間のアナルセックス（タチ）時のコンドームの

使用状況が五分五分であることが、梅毒抗体保

有の危険因子として選択された（資料７）。 
 

Ｄ．考察 

 過去数年間に同一地域で検出されたHIVを対

照とした分子疫学解析の結果から、５〜６年程

度データを蓄積すれば、遺伝的に近縁な HIV に

感染している群を把握することができ、それぞ

れの群の行動疫学調査の結果を解析することで、

各群のリスク因子を把握出来る可能性があるこ

とが示唆された。特に、ドラッグ使用に関する

設問を盛り込んでいることで、現在は把握出来

ていない静注薬物使用時の注射針の共有による

感染拡大（アウトブレイク）が有った場合に、

把握出来る可能性があるなど、本手法は継続的

に実施する意義が大きいと思われる。事実、今

回の解析において、ここ数年で感染が急拡大し、

対策の必要性が増大した梅毒感染について、検

査結果から梅毒抗体陽性群をグループ化し、陰

性群と比較することでリスク因子を解析するこ

とが可能であった。 
 HIV 感染群と非感染群、梅毒抗体陽性群と陰

性群のリスク行動について多変量解析を行った

ところ、HIV においてはこれまでと余り変わら

ない結果となったが、MSM における梅毒抗体

陽性に関わるリスク因子については、今回初め

ての報告となった。今後も本研究の結果の信頼

性を評価するためにも、継続的な検討が必要で

ある。 
 
Ｅ．結論 

 診療所における HIV 検査受検者を対象に、検

査結果を関連づける行動疫学調査を実施した。

想定していた程 HIV 陽性事例は集まらず、HIV
の遺伝的近縁さによるグループ化は困難であっ

た。行動疫学調査の回答者を HIV 陽性群と陰性

群、梅毒抗体陽性群と陰性群に分け、HIV 感染

リスク行動と梅毒感染のリスク行動を評価した

結果、HIV 感染、梅毒抗体保有に関してそれぞ

れでいくつかの危険因子の可能性が示唆される

項目が明らかとなった。 
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 今後調査を継続し、また協力施設を増やすこ

とで、遺伝的に近縁な HIV に感染している群を

把握することが出来ると考えられ、その群ごと

にHIV陽性者の行動疫学調査回答を統合的に解

析する事で、HIV 感染に強く影響する更なる危

険因子を明らかに出来ると考える。 
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資料２−１（平成２７年度版）	

受検者アンケート ご協力のお願い 

このｱﾝｹｰﾄは厚生労働省研究事業「個別施策層のｲﾝﾀｰﾈｯﾄによるﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査と教

育・検査・臨床現場における予防・支援に関する研究（研究代表者：宝塚大学 日高

庸晴）が大阪府・MASH 大阪と連携して実施する調査です。全部で 18 問あり、8

分程度かかります。 

 ご回答後のｱﾝｹｰﾄは密封したまま『ｱﾝｹｰﾄ事務局』に送られ、後日そこで初め

て開封されます。 

 回答は後日検査結果と比較する場合がありますが、匿名化し個人を特定する

ことはありません。 

 ｱﾝｹｰﾄへの回答・提出は任意です。提出しないことによる不利益は一切あり

ません。 

 回答しにくい質問にはそのまま空白でも結構です。途中で回答を取りやめる

こともできます。 

同意いただいた方はｱﾝｹｰﾄに記入後、一緒にお渡しした封筒に密封して回収箱にお

入れください。みなさまの HIV 検査の利用実態と感染ﾘｽｸを把握し、それらを検査

結果と共に解析することで今後の日本のｴｲｽﾞ対策に活かすために必要なｱﾝｹｰﾄです。

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄな項目についての個人情報も必ず守りますので、ぜひご協力をお願いしま

す。 

ｱﾝｹｰﾄ事務局：研究分担者 大阪府立公衆衛生研究所 川畑拓也 
大阪市東成区中道1-3-69 TEL：06-6972-1321 

 
アンケート 

問 1.あなたの年齢を教えて下さい。 （     ）歳 
 
問 2.あなたのお住まいはどちらですか？（一つ選んで✔） 
□1 大阪市  □2 高槻市  □3 豊中市 □4 東大阪市  
□5 堺市  □6 枚方市 □7 大阪府(１〜６の市以外)  
□8 京都府 □9 兵庫県  □10 奈良県 □11 和歌山県 
□12 その他（   ） 
 
問 3.あなたの身体的な性別を教えてください。（一つ選んで✔） 
□1 男  □2 女  □3 その他（           ） 

内面の問 4 へ 

47



問 4.あなたの性的指向を教えてください。（一つ選んで✔） 
□1 異性愛者 □2 両性愛者 □3 男性同性愛者 □4 女性同性愛者 
□5 わからない  □6 決めたくない□7 その他(            ) 
 
問 5.今回検査を受けるきっかけとなった情報源は次のどれですか？（一つ選んで✔） 
□1 ﾁﾗｼ(小冊子)  □2 ﾎﾟｽﾀｰ  □3 WEB ｻｲﾄ  □4 ﾂｲｯﾀｰ  
□5 REACH Online □6 その他(    ) 
 
問 6.今回 HIV 検査(ｴｲｽﾞ検査)を受けるに至った心配なことを教えてください。(当
てはまる項目すべてに✔) 
□1 男性との性行為  □2 女性との性行為 
□3 医療従事者としての針刺し □4 注射針の他者との共用 
□5 その他(   ) 
 
問 7.今回を除いて、これまでにHIV検査(ｴｲｽﾞ検査)を受けたことがありますか？（一

つ選んで✔） 
□1 過去 1 年間にある  □2 過去 3 年間にある 
□3 過去 3 年間より前にある □4 過去に一度もない →問 9 へ 
 
問 8.これまでに HIV 検査(ｴｲｽﾞ検査)を受けた検査場所はどこですか？(当てはまる

項目すべてに✔) 
□1 保健所･保健ｾﾝﾀｰ □2 chotCAST なんば □3 病院 
□4 ｸﾘﾆｯｸ･医院･診療所 □5 郵送検査   □6 その他(      ) 
□7 500 円(1,000 円)ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの際にｸﾘﾆｯｸ･診療所で 
 
問 9.医療機関で性感染症にかかっていると診断されたことがありますか？ 
□1 ある   □2 ない →問 11 へ 
 
問 10 これまでに診断された性感染症は何ですか？(当てはまる項目すべてに✔) 
□1 梅毒   □2 A 型肝炎   □3 B 型肝炎 
□4 C 型肝炎  □5 淋菌感染症  □6 ｸﾗﾐｼﾞｱ 
□7 尖圭ｺﾝｼﾞﾛｰﾏ  □8 ｱﾒｰﾊﾞ赤痢   □9 性器ﾍﾙﾍﾟｽ 
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□10 その他(        ) 
 
問 11.これまでに次のﾄﾞﾗｯｸﾞ(違法･合法問わず)を使ったことがありますか？(当ては

まる項目すべてに✔) 
□1 大麻  □2 5-MeO-DIPT(ｺﾞﾒｵ) □3 MDMA(ｴｸｽﾀｼｰ) 
□4 覚せい剤  □5 ﾗｯｼｭ  □6 ｶﾞｽ(ｴｱｰﾀﾞｽﾀｰ) 
※危険ﾄﾞﾗｯｸﾞ(いわゆる脱法ﾄﾞﾗｯｸﾞ) 
□7 ﾊｰﾌﾞ系(植物片) □8 ﾊﾟｳﾀﾞｰ系(粉末状) □9 ﾘｷｯﾄﾞ系(液体状) 
□10 勃起改善薬・漢方精力剤 
□11 いずれかの薬物を、注射器･注射針で使用した □12 いずれもない 
 
以下の項目(問 12～17)は男性とｾｯｸｽの経験がある男性のみお答えください。(※ここ

でいうｾｯｸｽとは、ﾌｪﾗﾁｵ、ｱﾅﾙｾｯｸｽ、相互ﾏｽﾀｰﾍﾞｰｼｮﾝを指します。) 
当てはまらない場合 →裏面の問 18 へ 

 
問 12.過去 6 ヶ月間に次の経験がありますか？(当てはまる項目すべてに✔) 
□1 ｻｳﾅ系ﾊｯﾃﾝ場に行ったこと 
□2 ﾋﾞﾃﾞｵﾎﾞｯｸｽ系ﾊｯﾃﾝ場に行ったこと 
□3 ﾏﾝｼｮﾝ系ﾊｯﾃﾝ場に行ったこと 
□4 野外系ﾊｯﾃﾝ場(公園やﾄｲﾚなど)に行ったこと 
□5 ｸﾗﾌﾞ(男 only)に行ったこと 
□6 ｹﾞｲﾊﾞｰに行ったこと 
□7 お金を払って男性とｾｯｸｽしたこと 
□8 お金を貰って男性とｾｯｸｽしたこと 
□9 ｹﾞｲﾏｯｻｰｼﾞ(ﾇｷあり)に行ったこと 
□10 SNS やｱﾌﾟﾘを通じて出会った男性とｾｯｸｽしたこと 
□11 一般の銭湯・ｻｳﾅで出会った男性とｾｯｸｽしたこと 
□12 公共のﾌﾟｰﾙで出会った男性とｾｯｸｽしたこと 
□13 いずれもない 
 
 

裏面の問 13 へ 
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問 13.あなたは、過去 6 ヶ月間に男性とｾｯｸｽしましたか？ 
(※ここでいうｾｯｸｽとは、ﾌｪﾗﾁｵ、ｱﾅﾙｾｯｸｽ、相互ﾏｽﾀｰﾍﾞｰｼｮﾝを指します。) 
□1 はい  □2 いいえ →問 18 へ 
 
問 14.あなたは、過去 6 ヶ月間にどのようなﾌﾟﾚｲをしましたか？(当てはまる項目す

べてに✔) 
□1 相互ﾏｽﾀｰﾍﾞｰｼｮﾝ □2 ﾌｪﾗﾁｵ  □3 ｱﾅﾙｾｯｸｽ 
□4 口内射精  □5 顔射  □6 種づけ(中だし) 
□7 ﾘﾐﾝｸﾞ  □8 その他（          ） 
 
問 15.過去 6 ヶ月間にｾｯｸｽした男性との関係をお答えください。(当てはまる項目す

べてに✔) 
□1 彼氏や恋人など特定の相手 □2 友達やｾｸﾌﾚ □3 その場限りの相手 
 
問 16.過去 6 ヶ月間におけるｱﾅﾙｾｯｸｽ(自分が挿入する時：いわゆる「ﾀﾁ」)の時のｺﾝ

ﾄﾞｰﾑの使用状況をお答えください。（一つ選んで✔） 
□1 ｱﾅﾙｾｯｸｽ(ﾀﾁ)しなかった □2 必ず使用 □3 使用多かった 
□4 五分五分  □5 不使用多かった □6 不使用 
 
問 17.過去 6 ヶ月間におけるｱﾅﾙｾｯｸｽ(自分が挿入される時：いわゆる「ｳｹ」)の時の

ｺﾝﾄﾞｰﾑの使用状況をお答えください。（一つ選んで✔） 
□1 ｱﾅﾙｾｯｸｽ(ｳｹ)しなかった □2 必ず使用 □3 使用多かった 
□4 五分五分  □5 不使用多かった □6 不使用 
  
問 18.本日の検査やこの調査について、ご意見･ご感想があればご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
   お疲れ様でした。ご協力、ありがとうございました。 

資料２−４	

50



資料３−１（平成２８年度版）	
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>A?D@  

v 1.�)�+�Č<¢�%F��� č� � � � � Ď¶ 
 
v 2.�)�+�T0�,(!7&��ĒčE#ö=&✔Ď 
�1 �Ā�  �2 Ċ²�  �3 ìI� �4 ª�Ā�  
�5 ��  �6 «¤� �7 �Ā�(ď
Đ+�R�)  
�8 Mø� �9 _�Ó  �10 �âÓ �11 uµ�Ó 
�12 �+Qč   Ď 
 
v 3.�)�+ðUÐ)�e<¢�%� ���čE#ö=&✔Ď 
�1 É  �2 �  �3 �+Qč� � � � � � � � � � � Ď 

`[+v 4. 
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v 4.�)�+�Ð�t<¢�%� ���čE#ö=&✔Ď 
�1 Ê��Ü �2 H��Ü �3 É�s��Ü �4 ��s��Ü 
�5 ;�7)�  �6 ¹2��)��7 �+Q(� �  � � � � � � � � � ) 
 
v 5.Oy°<p�9�"��')"��}À,´+(:&��ĒčE#ö=&✔Ď 
�1 ĪĺĦ(�b�)�  �2 ĵŁħĩĚ�  �3 WEB ĥĜĭ�  �4 īĜęĩĚ�  
�5 REACH Online �6 oNĔÔN+ÚP �7�+Q(  ) 
 
v 6.Oy HIV °(ĞĜħŀ°)<p�9*à"��ù)�'<¢�%� ���(�
%,09ćÑ�/%*✔) 
�1 É�'+�åÃ  �2 ��'+�åÃ 
�3 kÏ�JÜ'�%+üf� �4 ¼�ü+QÜ'+^È 
�5 �+Q(   ) 
 
v 7.Oy<ă�%��:0&*HIV°(ĞĜħŀ°)<p���'��80��ĒčE
#ö=&✔Ď 
�1 ón 1�þ*�9  �2 ón 3�þ*�9 
�3 ón 3�þ68g*�9 �4 ón*E�3)�� �v 9. 
 
v 8.�:0&* HIV °(ĞĜħŀ°)<p��°~�,(�&��Ē(�%,09
ćÑ�/%*✔) 
�1 500a(1,000a)ġĖĿĴŁĚĿ+ą*ĢĻįęĢĔêÏ�& �2 ĢĻįęĢĔkĂĔêÏ� 
�3 YZ�ĔYZĨĿĩĚ �4 chotCAST)=- �5 ÌĂ 
�6 ÷ñ°   �7 �+Q(� �  � �    ) 
 
v 9.kÏ³ÿ&��¬Í*��"%�9'ê£�:��'��80��Ē 
�1 �9   �2 )�� �v 11. 
 
v 10�:0&*ê£�:���¬Í,V&��Ē(�%,09ćÑ�/%*✔) 
�1 ®·   �2 A|ÝÂ   �3 B|ÝÂ 
�4 C|ÝÂ  �5 ¾ã�¬Í  �6 ĢĺķĦŀě 
�7 �{ĤĿĦŀľĚĶ  �8 ěĹĚıŀîÎ   �9 �xĴļĴŁħ 
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�10 �+Q(� � � �     ) 
 
v11.�:0&*´+ĭŀĺęĢŀ(õ»Ĕr»v;�)<W"��'��80��Ē(�%,
09ćÑ�/%*✔) 
�1 �ċ  �2 5-MeO-DIPT(ĤŀĹğ) �3 MDMA(ĞĢħĩĦĚ) 
�4 è��h  �5 ĺęĦė  �6 Ġŀħ(ĞěĚĩŀħĩĚ) 
�mĄĭŀĺęĢŀ(�;59Þ»ĭŀĺęĢŀ) 
�7 ıĚĳŀÙ(¯ÅÄ) �8 ıŁĝĩŀĚÙ(×¨Ç) �9 ĻġęĭŀÙ(½UÇ) 
�10 jï¡wäCÁ¤Øih 
�11 ��:�+äÅ<�¼�xĔ¼�ü&WÈ�� �12 ��:3)� 
 
RF+ćÑ(v 12ē17),É�'ĨęĢħ+Ûĉ��9É�+1�Ö�� ���(�%,
07)�~r �v 18.) 
 
v 12.ón 6B§þ*´+Ûĉ��80��Ē(�%,09ćÑ�/%*✔) 
�1 ĥĝĮÙıęĬĿ~*å"��' 
�2 ĲŀĬŀğĵŀęĢħÙıęĬĿ~*å"��' 
�3 ĶĿĦĘĿÙıęĬĿ~*å"��' 
�4 ú�ÙıęĬĿ~(]z4ĭĜĽ)()*å"��' 
�5 Ģĺĳŀ(É only)*å"��' 
�6 ģŀĜıŀĚ*å"��' 
�7 �û<�"%É�'ĨęĢħ���' 
�8 �û<í"%É�'ĨęĢħ���' 
�9 ģŀĜĶęĥĚĦŀ(İġ�8)*å"��' 
�10 SNS4ěĳŁĻ<ò�%cS"�É�'ĨęĢħ���' 
�11 Eá+ý¿CĥĝĮ&cS"�É�'ĨęĢħ���' 
�12 ]^+ĳŁĚļ&cS"�É�'ĨęĢħ���' 
�13 ��:3)� 
 
 
 

æĆ+v 13. 
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v 13.�)�,�ón 6B§þ*É�'ĨęĢħ�0���Ē 
(���&�ĨęĢħ',�ĳĕĺĪğ�ěĮļĨęĢħ�ÒKĶħĩĚĴŀĚĦĘĿ<��0��) 
�1 ,�  �2 ���� �v 18. 
 
v 14.�)�,�ón 6B§þ*(+6)ĳŁĽĜ<�0���Ē(�%,09ćÑ�
/%*✔) 
�1 ÒKĶħĩĚĴŀĚĦĘĿ �2 ĳĕĺĪğ  �3 ěĮļĨęĢħ 
�4 q`�Ø  �5 Ĉ�  �6 Õ$�(I �) 
�7 ĻķĿĢŀ  �8 �+Qč� � � � � � � � � � Ď 
 
v 15.ón 6B§þ*ĨęĢħ��É�'+ÿX<�Ö�� ���(�%,09ćÑ�
/%*✔) 
�1 �¸4�N)(Æ�+Ò� �2 oô4ĨĢĳĽ �3 �+~ā8+Ò� 
 
v 16.ón 6B§þ*��9ěĮļĨęĢħ(ßd� \�9¦đ�;59�ĩĪ	)+¦+ĤĿ
ĭŀĚĸ+WÈÇº<�Ö�� ���čE#ö=&�Ď 
�1 ěĮļĨęĢħ(ĩĪ)�)�"� �2 ��WÈ �3 WÈ��"� 
�4 LdLd  �5 GWÈ��"� �6 GWÈ 
 
v 17.ón 6B§þ*��9ěĮļĨęĢħ(ßd� \�:9¦đ�;59�ĝģ	)+¦+
ĤĿĭŀĚĸ+WÈÇº<�Ö�� ���čE#ö=&�Ď 
�1 ěĮļĨęĢħ(ĝģ)�)�"� �2 ��WÈ �3 WÈ��"� 
�4 LdLd  �5 GWÈ��"� �6 GWÈ 
  
v 18.©¥+°4�+ë*#�%���çĔ�����:-�é\� ��� 
 
 
 
 
 
 
   �Ë:±&����li��8�'���0��� 
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